
        
            
                
            
        

    
	 

	神にすべての栄光がありますように。

	  

	私がまとめた資料を学習するあなたに神の祝福がありますように祈ります。神があなたの心を開いてこの情報を受け取り、それに従って生きてくださいますように。
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序文

	コリント人への手紙第一を通じた洞察力に富んだ旅へようこそ。その各章には、今日でも役立つ知恵と導きの宝庫が含まれています。この探索に乗り出すとき、私たちはコリントの初期キリスト教徒コミュニティの中心を掘り下げ、パウロが信者に伝えた時代を超越した真理を明らかにするよう誘われています。

	コリント教会は、今日でも私たちの心に響くさまざまな問題に取り組んでおり、活気に満ちていながらも問題を抱えたコミュニティでした。使徒パウロは、霊感による言葉を通して、分裂、道徳的ジレンマ、人間関係の葛藤、知恵の追求について述べています。彼は実践的なアドバイス、霊的な洞察、そして信者間の団結を心から訴えています。

	この先のページでは、真の知恵、愛の大切さ、そして神を敬う生き方への呼びかけについての深い教えに出会うことになります。リーダーシップの課題、結婚の神聖さ、そしてキリストの体の一員としての責任について考えてみましょう。私たちは、私たちの生活とコミュニティを形作る上で、自由、神聖さ、そして聖霊の力を探求します。

	複雑な時代を乗り越える私たちにとって、コリント人への手紙第一は羅針盤の役割を果たし、神の言葉の不変の真理を指し示してくれるのです。それは私たちに、自分の心を吟味し、自分の視点に挑戦し、キリストの教えと矛盾することが多い世界でキリストに従う者として生きるとはどういうことかをより深く理解するよう促します。

	コリント第一への手紙を通じたこの旅が、インスピレーション、確信、そして励ましの源となりますように。心を開いて、神の言葉の変革の力を受け入れる準備ができて、それに取り組みましょう。これらの章にある知恵と真理が私たちの道を照らし、神とお互いへのより大きな愛へと私たちを導いてくださいますように。

	この探索に着手するにあたり、コリント人への第一の手紙のメッセージは歴史に限定されないことを思い出しましょう。それは生きて息づいている言葉であり、今日も私たちを形作り、挑戦し続けています。これらのページから得られる洞察が、キリストにある希望のメッセージを切実に必要としている世界で、私たちが誠実に生き、熱心に愛し、無私に奉仕するよう鼓舞しますように。

	コリント人への手紙第一を通じたこの旅が、人生、地域社会、世界において神の呼びかけに応えようとする私たちにとって、啓発的かつ変革的なものとなりますように。

	祝福を、

	アンドリュー

	 


この研究の紹介

	この研究は、コリント人への手紙第一から引用した聖書のさまざまな節に基づいた質問で構成されています。

	この研究のパート 1 では、本の背景情報、たとえば、誰が、いつ、誰に、なぜ、そして本のその他の側面を調査します。

	第 2 部は節ごとの研究で構成され、コリント人への手紙第一の節から得られる特定の知識に特に注意を向けます。

	パート 3 は知識チェックで、正誤問題、多肢選択問題、穴埋め問題、振り返り問題で構成されます。

	この研究の電子書籍版を使用しているとします。その場合、質問に対する答えを記録できるノートを手元に用意しておくことをお勧めします。知識に関する質問をテストするために追加のスペースが必要になる場合もあります。

	質問に答えることは競争ではありません。答えを書き留める際には、特にこれらの質問とその答えを人生に応用する場合には、慎重に検討する必要があります。

	聖書研究に参加するということは、読者が聖書を理解する必要性と、神とその道を知り理解することに伴う知恵の深さを認識していることを示唆しています。これは精神的な旅であり、詩句、作者が意図した意味、そして人生への応用を調査するのに時間がかかります。道の各段階に先立って必ず祈りを捧げ、聖霊の導きを許し、神についての知識に心と思いを開くようにしてください。

	この研究は、あなたの人生の現実に当てはまる可能性があるため、重要です。言い換えれば、この研究は、この本の神学と、この本から導き出されたその他の原則を、原則を私たちの日常生活に適用しやすくする枠組みの中で検討します。この研究は解説ではなく、各書籍に関する具体的な情報が提供されていますが、この研究は原文の批評には関与していません。

	 



PART 1 :書籍情報


	 

	
本のタイトルと著者

	キリスト教の聖書のコリント人への手紙第一の著者は使徒パウロです。もともとサウロとして知られていたパウロは敬虔なユダヤ人であり、ダマスカスへの道で劇的な回心するまでキリスト教徒を熱心に迫害していたパリサイ人でした。復活したキリストとのこの出会いの後、パウロは初期キリスト教会で最も影響力のある人物の一人になりました。

	パウロがコリント人への手紙第一の著者であることは、学者や神学者の間で広く受け入れられています。パウロは、この手紙の冒頭の節で、「パウロは、神の御心によってイエス・キリストの使徒として召された」（1コリント1:1）と述べ、自分が著者であることを明示しています。パウロはまた、手紙の中で自身の経験やコリント教会との交流について言及し、個人的な関わりを認めています。

	ギリシャ南部に位置するコリント市は、多様な人口と文化的影響で知られていました。コリント教会は、教会内の分裂、不道徳、霊的賜物の悪用、結婚とキリスト教徒の自由に関する問題など、さまざまな課題や問題に直面していました。パウロは手紙の中でこれらの懸念に言及し、コリントの信者たちに導きと指示を与えています。

	コリント人への手紙第一におけるパウロの著作には、パウロの深い神学的洞察、司牧的配慮、コリント教会の霊的幸福に対する関心が反映されています。彼は信者間の一致の重要性、愛の至上性、霊的な賜物の適切な使用、そしてキリストの復活の重要性を強調しています。コリント人への手紙第一のパウロの教えは今日のクリスチャンにとって意味があり、有益であり、信仰、愛、クリスチャン生活の時代を超越した原則に言及しています。

	 

	
観客

	コリントの歴史は、紀元前 1200 年以前の青銅器時代にまで遡ることができます。パウロの時代、コリントはローマの植民地であり、アカイア州の首都として機能し、おそらくローマ帝国で 4 番目に大きな都市でした。帝国。住民は、先住民のギリシャ人、イタリアから移住してきたローマ国民、ユダヤ人（使徒18:4による）、そして世界の他の地域からそこに住む決意をした人々で構成されていました。

	ギリシャの古代都市コリントは、貿易の中心地として理想的な場所にありました。それは、ギリシャ北部とギリシャ南部 (ペロポネソス半島) を結ぶ陸橋であるコリント地峡のすぐ南西に位置していました。コリントは、この交差点に位置したため、南北の陸と東と西の海における交易の中心地となりました。

	パウロの時代には、大型船が商品を陸上車両に降ろし、地峡の西にあるコリント湾から東にあるサロニコス湾まで、あるいはその逆に輸送していました。このプロセスは地峡の両側で行われます。その場所の荷役作業員はそれらを別の船に積み替えます。船が十分に小さければ、船体全体を引きずって長さ 7.5 マイルの地峡を横切って、一方の湾ともう一方の湾を結ぶことができます。これにより、マレア岬を通ってペロポネソス半島を迂回するために必要だったであろう長くて危険な旅を避けることができました。その後、ローマ人はこれら 2 つの湾を結ぶ運河を掘りました。ネロはこのプロジェクトを開始しましたが、完成したのは 1893 年でした。

	彼女の植民地が東と西の遠く離れた土地の海岸に沿って分散していたにもかかわらず、船はあらゆる海から彼女の港に到着しました。コリントの戦略的な位置は、コリントの住民に商業とそれに伴うあらゆるものをもたらしました。これには、繁栄、旅行者や商人の定期的な流れ、そしてその逆も含まれます。その結果、彼女はギリシャ人の共通の目的地、そして普遍的な市場となった。

	パウロの時代、多くの異教は、神や女神への信仰の中心的な教義として売春の実践を定めていました。この直接の結果として、コリントでは淫行が横行しました。

	紀元前 450 年から 385 年に生きたアリストパネスは、 「コリント人のように振る舞う」という意味の「コリンティアゾ」という用語を作ったとされていますが、これは「淫行を犯す」の別の言い方です。旧コリントは性的不道徳で悪名高い評判を築いていました。

	この旧市街はギリシャ全土で最も不道徳な居住地であるという評判があり、帝国全土でその評判さえ保たれていた可能性があります。

	アフロディーテ神殿はコリントで最も有名な宗教建造物でした。アクロコリントスの頂上にありました。この山は市の南に位置し、高さはおよそ 600 メートル (1,900 フィート) です。その場所で「崇拝」した男性には、何百人もの奴隷化された女性が奉仕していました。ギリシャの地理学者ストラボンは、古代都市には1,000人の売春婦がいたと述べました。ただし、これは都市の初期の歴史を指している可能性が高く、誇張である可能性があります。船員の守護聖人メリケルテスと海の神ポセイドンは、コリントスで崇められている他の主要な神々の 2 つでした。

	これらの証拠を総合すると、パウロのコリントは、ある時点では古代世界のニューヨーク市に相当したという結論を示しています。

	この地域にはさらにいくつかの場所があり、コリント人へのパウロの手紙の研究者にとって重要な場所でした。これらには、ベマとして知られる「裁判の席」または「壇」が含まれており、パウロに対する訴訟を含む主要な事件が裁判官によって審理される場所でした（使徒行伝 18:12）。使徒 18章18節には，ケンクレアの町が「エーゲ海のサロニカ湾にあるコリントの港」であり，「パウロが第二回伝道旅行中にエフェソスに向けて出航した場所」であると記されています。イストミアはコリントの東に位置し、チェンクレアからそれほど遠くない小さな町でした。ここは 2 ～ 3 年ごとにイスミア競技大会が開催されることで知られていました。パウロはこの手紙の中でこれらの運動競技に言及し（9:24-27）、ギリシャ人の文化や日常生活における競技競技の重要性を実証しました。

	パウロは当初、コリントの東に位置するアテネからコリントへ向かいました。彼はコリント市に福音を広め、新しい教会を設立しました。さらに、そこで彼は、最近ローマから移住してきたばかりの二人のユダヤ人、プリシラとアクイラに会いました。地元のユダヤ人当局が教会をシナゴーグから追い出すと、教会員たちは集会の場所をティトゥス・ユストゥスが隣に所有していた巨大な邸宅に移した。パウロはおそらく西暦 51 年と 52 年にコリントで 18 か月間宣教を続けました。彼は旅に出て、プリシラとアクイラをエフェソスに連れて行きました。パウロの旅の次の目的地は、カイサリアを通って到着したシリアのアンティオキアでした。

	 

	
執筆日と場所

	パウロは三度目の伝道旅行を終えた後エフェソスに戻り、そこをほぼ3年間（西暦53年から56年）の間本拠地としました。この間、彼はコリントの教会に関する憂慮すべき報告を受けました。会衆内の不道徳を知ったパウロは，その問題に直接取り組むよう促されました。彼はコリント第一 5章9節でこの懸念に言及し，信者同士でそのような行為を容認しないよう促しました。

	さらに、パウロは「クロエの民」（Ⅰコリント1:11）から、コリント教会が分裂を経験し、さまざまな派閥が生じていることを知らされました。さらに、教会はパウロに宛てた手紙の中で詳述されているように、いくつかの差し迫った問題についてパウロに助言を求めました。これらの問題には、結婚と離婚、偶像に捧げられた食べ物の消費、教会内で霊的な賜物を適切に行使すること、エルサレムの貧しい聖徒のための募金などの話題が含まれていました。書簡とともに伝えられた報告書では、不道徳行為の容認、キリスト教徒同士が世俗の法廷で訴訟を起こすに至った内部紛争、教会集会中の混乱など、さらなる問題も浮き彫りになった。

	これらの懸念に応えて、パウロはコリント教会に宛てた第二の手紙、第一コリントを書きました。そのページの中でパウロは会衆内の派閥の問題に取り組み、近いうちに派閥を訪問する意向を表明し、テモテをコリントに派遣することを発表しました（1～4章）。この手紙は、初期のキリスト教共同体が直面する課題に取り組むパウロの司牧的配慮と献身的な取り組みの証です。

	実際、コリント人への手紙第一は、コリント教会内の特定の出来事や懸念に応えてパウロが作成した「臨時」の書簡です。パウロは、受け取った報告に対処し、以前の文書を明らかにした後、5章から16章まで、コリント人からの口頭および書面による質問を詳しく調べました。この構造化されたアプローチは、コリントの初期キリスト教共同体が直面している課題への直接の応答としてのこの手紙の目的を強調しています。

	西暦56年の冬の終わりか春の初めにエフェソスから信頼できる使者を派遣したことは、パウロがこれらの問題に緊急に対処しようとしたことを強調しています。教会の創立者であるパウロとコリント会衆との間には明らかに緊張が生じていました。この書簡は教会内部の意見の相違を明らかにしており、一部の会員は外部勢力の影響を受けてパウロの教えとは異なるイデオロギーを推進している。

	これらの緊張の中心は「霊的」という用語の解釈であり、それがパウロとコリント人たちの間の論争の焦点となった。コリント教会は外部の影響を受けやすいため、パウロの権威と彼の宣べ伝えた福音の信憑性が疑問視されるようになりました。これは、パウロが他の場所で直面した同様の葛藤を反映しており、特にガラテヤ人への手紙に記録されており、そこでは彼の権威と教えに対する挑戦が蔓延していました。

	最終的に、コリント人への手紙第一は、コリント教会の差し迫った懸念への応答としてだけでなく、キリスト教共同体内の課題に対処するための時代を超越したガイドとしても機能します。一致、霊的な賜物、愛、そして福音の中心性についてのパウロの洞察は、歴史を通じて多様な神学的視点や外部からの圧力を乗り越える信者にとって、依然として重要なものです。

	 

	
特別な機能

	ローマ人への手紙とコリント人への第一の手紙を比較すると、パウロの福音と宣教の多面性について貴重な洞察が得られます。ローマ人への手紙はパウロの神学的枠組みの包括的で啓発的な表現を提供しますが、コリント人への手紙第一は、活気に満ち、しばしば騒々しいキリスト教共同体の文脈の中で実践されている神学の生き生きとした描写を提供します。

	ローマ人への手紙では、パウロは聖書神学の現代教授の役割を引き受け、神学の教義と原則を注意深く説明します。ここでパウロは、罪、信仰による義認、律法の役割、人類に対する神の救いの計画などのテーマを深く掘り下げています。この手紙は、パウロの神学的世界観と福音のメッセージの解釈を理解するための基礎となる文書です。

	逆に、コリント人への手紙第一では、パウロは牧師兼教師のペルソナを引き受けて、コリント会衆の現実的な課題や対立に取り組んでいます。この書簡は、内部分裂、道徳的ジレンマ、教義上の対立が根深い地域社会に対する司牧的な懸念を反映している。パウロは、指導と勧告を通じて、信者間の性的不道徳や訴訟から、霊的賜物の悪用やキリスト教徒の一致の重要性に至るまで、さまざまな問題に取り組んでいます。

	コリント人への手紙第一は、コリントの文脈に特に焦点を当てているにもかかわらず、その幅広いトピックで際立っており、キリスト教共同体内の多様な問題に対処するパウロの能力を示しています。さらに、コリント人への手紙第一と第二は、パウロ自身の性格をユニークに垣間見ることができ、彼が使徒や神学者としてだけでなく、信徒の霊的幸福に深く注力している慈悲深い牧師としても明らかにしています。

	これらの手紙の中でパウロは、傲慢さ、自己宣伝、人間の知恵への依存を非難し、謙虚さ、奉仕、自己否定を強調しています。コリント人への手紙第一 12:31–13:13 の愛に関する有名な一節は、霊的な賜物や教義の知識を超えた、クリスチャンの生活と証しの決定的な特徴としての愛の中心性を強調しています。

	ローマ人への手紙はパウロの福音を系統的に解説しているのに対し、コリント人への手紙第一は実践的な知恵と司牧指導の豊かなタペストリーを提供し、1世紀のキリスト教共同体の複雑さの中で実践されている神学を紹介しています。どちらの書簡も、パウロの神学と、キリストの教師、牧師、使徒としての彼の不朽の業績を理解するのに大きく貢献しています。

	フォームの先頭

	 

	
コリント人への手紙第一を理解する

	コリント人への手紙第一の注目すべき手紙の中心的な考え方は、その冒頭の節で微妙にほのめかされています。ここで、「コリントにある神の教会」とは、神の教会として知られる信者の霊的共同体と、物理的な都市コリントそのものの 2 つの異なる実体を包括しています。書簡全体を通じて、これら 2 つの存在は議論の焦点として機能し、それらの対照的な性質と、それらの並置から生じる対立を強調しています。

	神の教会は、神の神聖な権威に自らの意志を委ね、神の働きに積極的に参加する人々を代表します。対照的に、コリント市は神の存在を知らず、人間の欲望に支配され、神の計画に抵抗する社会を象徴しています。これらの対立する勢力間の緊張が、この書簡のテーマが展開される背景を形成しています。

	ガラテヤ人への手紙、テサロニケ人への手紙第一および第二章、コリント人への手紙第一および第二章など、パウロの他の書簡には主題的な展開が現れています。ガラテヤ人への手紙は主に救済学、つまり救いの教義を扱い、真の福音から逸脱する場合の修正の必要性を強調しています。対照的に、テサロニケ第一と第二は終末論に焦点を当て、将来の出来事とキリストの再臨を探求します。次に、コリント人への手紙第 1 章と第 2 章では教会学を掘り下げ、現実の課題や紛争の文脈の中で教会の性質と機能を検討します。

	J. Sidlow Baxter の洞察力に富んだ観察は、この進行をさらに解明します。彼は、ローマ人への手紙は主に教義の教えを扱っており、キリスト教の信仰の規範的な枠組みを確立していると指摘しています。対照的に、コリント人への手紙第 1 章と第 2 章は、コリント教会内の特定の問題や課題に取り組み、戒めに軸足を置きます。最後に、ガラテヤ人への手紙は矯正へと移行し、真の福音からの逸脱に直面し、神学的完全性を回復します。

	この進行において、ローマ人への手紙は教義の基礎を定め、コリント人への手紙第一と第二は教会内の実際的な課題に取り組み、ガラテヤ人への手紙は確立された規範からの逸脱に直面します。これらの書簡は共に、キリスト教の神学と実践の包括的な探求を提供し、信者を霊的な成熟と福音のメッセージへの忠実に導きます。

	コリント人への手紙第一では、焦点は普遍的な「神の教会」という抽象的な概念を超えて、この大きな組織を構成する特定の会衆にまで及びます。これらの地元の集まりは、より広範なキリスト教コミュニティの縮図として機能し、その長所、短所、課題を反映します。各会衆はその文化的背景や個人の力関係が異なる場合がありますが、集合的に世界的な教会の本質を体現しています。

	本質的に、地方教会は普遍教会を反映しており、その逆も同様です。ある会衆に当てはまる真理と原則は、キリスト教共同体全体にも同様に当てはまります。したがって、特定の集会を調査することで得られる洞察は、世界中の教会内のより広範なパターンと現実を明らかにすることができます。

	新約聖書全体を通して、「教会」は一貫して物理的な建造物ではなく、個人の共同体を指します。これは、特定の使命、すなわち福音の宣言と世界に対する神の愛の実証のために分けられた信者のグループを指します。

	パウロはコリントのクリスチャンたちに語りかける中で、彼らがキリストの体の一員であることを認めています。不完全さや欠点にもかかわらず、彼らは神の恵みを受けており、内住聖霊を通して神の命に参加していることが確認されています(1コリント12:13)。彼らは自分たちの人生に対する神の権威を認めており、福音のメッセージを広めるという神聖な任務を任されています。

	この観点からコリント会衆を理解することは、パウロの手紙を正確に解釈するために非常に重要です。彼らの行動は、公言している信仰と矛盾しているように見えることもありますが、それは彼らの神への信仰を否定するものではありません。むしろ、それは、キリスト教共同体内で進行中の霊的成長と変容のプロセスを強調しており、そこでは個人が堕落した世界で自分の信仰を生きようと努力しながら、自分の人間性と格闘することになる。

	フォームの先頭

	コリントの街を理解することは、コリント人への手紙第一の手紙で伝えられている包括的なメッセージを理解するために不可欠です。 1 世紀、コリントはギリシャ・ローマ社会の世俗的な価値観と悪徳の象徴でした。 「コリント人」というレッテルを貼られることは、情欲、不道徳、贅沢と結びつくことと同義だった。街自体は商業と文化の賑やかな中心地でした。しかし、ローマ法に支配され、自己中心性を特徴とする真の神については依然として無知でした。

	コリントの価値観とキリスト教共同体の使命との間のこの明確な対比が、この手紙の中心的なテーマです。教会は神の定めた道に従うよう求められていますが、コリントの街は神のご意志とは正反対の生き方を体現しています。信者が社会規範とキリストへの忠誠との間の緊張を乗り越える中で、地元文化が教会に与える影響は否定できません。

	コリント人へのパウロの、地域の状況の中で責任を果たすようコリント人たちに勧めたことは、第一コリント 1 章 9 節でのイエス・キリストとの交わりへの言及によって強調されています。この交わりには特権と義務が伴います。信者は神の豊富な資源にアクセスできる一方で、これらの資源を忠実に管理し、自分たちの生活を神の目的に合わせるように求められています。

	ローマ人への手紙 1 章 14 － 16 節でパウロは、近くにいる人々に福音を宣べ伝える教会の責任を強調しています。この義務感が、パウロがコリント人への手紙第一を書いた背後にある根本的な動機を形成しています。この書簡はコリント教会にとって実践的なガイドとして機能し、キリストへの献身を堅固に保ちながら地元の文化に取り組むよう促しています。

	結局のところ、コリント人への手紙第一は、信仰は孤立して生きられるのではなく、社会の複雑な構造の中で生きられるということを信者に思い出させます。彼らは、それぞれの地域の状況の課題を乗り越える際に、暗闇の中で光のように輝き、イエス・キリストの愛と恵みを証しし、福音の変革の力を体現するよう求められています。

	コリントの教会は、財政難や肉欲の評判など、数多くの課題に直面しました。しかし、これらの問題は、より大きな問題、つまり教会がその文化的背景においてその重要な使命を果たせていないことの兆候でした。信仰を公言しているにもかかわらず、コリントのクリスチャンには、福音を効果的に宣べ伝えるために必要な準備、大胆さ、信念が欠けていました。これは、キリスト教共同体にとって極めて重要な任務です。

	世俗的な欲望と行動を特徴とする肉欲がコリント教会を悩ませ、その使命を果たす能力を妨げました。この霊的状態は彼らの有効性を損ない、地上におけるキリストの代表者としての倫理的誠実さを損なった。コリント人への手紙は、教会の衰退の背後にある理由を明らかにすると同時に、教会の回復と繁栄の鍵についての洞察を提供します。

	教会の崩壊に寄与した重要な要因の 1 つは、会衆内に都市文化の影響が広範囲に及んだことでした。宿主に侵入するウイルスのように、コリントに蔓延する罪深い慣習が教会共同体に浸透しました。教会内のさまざまな罪についてのパウロの言及は、この都市のより広範な道徳的風潮を反映しています。これらの罪の中で、次の 3 つが際立っています。

	
		性的不道徳: コリントは性に対する態度が緩いことで有名で、この考え方が教会に浸透しており、道徳的な妥協と会衆内の分裂を引き起こしていました。

		偶像崇拝: 寺院や宗教的慣習があふれる都市では、社会的承認や物質的な利益を求めて信仰を曲げる誘惑が常に存在していました。コリントのクリスチャンの中には、偶像崇拝の誘惑に抵抗し、霊的な完全性を危険にさらすのに苦労する人もいました。

		分裂と不和: コリントの競争心と社会的階層構造が教会に波及し、信者間の派閥、嫉妬、争いを引き起こしました。コリント教会は一致と愛を体現するというよりもむしろ、内部の対立と不一致によって特徴付けられていました。



	これらの問題に直面して、パウロはコリント人たちの欠点を叱責し、彼らの霊的な再生のための指導と励ましを与えています。パウロは、彼らの苦闘の根本原因に取り組み、霊的な成長と一致に向けた実際的な手順を概説することによって、コリント教会の回復とその神聖な使命を果たす有効性のための基礎を築きました。

	知識の熱心な追求と哲学的思索を特徴とするコリントの知的な雰囲気は、街の文化とコリント教会に深い影響を与えました。隣の都市アテネと同様、コリントは知的好奇心と議論の中心地であり、「コリントの言葉」は洗練された言語と知的議論を象徴していました。コリント人は自分たちの知的能力を誇りに思っていました。彼らは、人間の知性をより広範に文化的に重視していることを反映して、さまざまなトピックについて活発な議論を交わしました。

	悲劇的なことに、この知性主義的な考え方がコリント教会に浸透し、世俗哲学とキリスト教の教義との危険な融合をもたらしました。キリスト教共同体は特定の指導者を有名人の地位に引き上げる傾向があり、霊的な識別力とともに人間の知恵と啓蒙を重視しました（1コリント1章）。都市と教会は、知的な落ち着きのなさにおいてお互いを映し合い、世俗的な領域と神聖な領域の間の境界線を曖昧にしていました。

	コリント教会では、キリスト教の教義の実験がより広範な文化の哲学的議論と並行して行われ、復活などの基本的な信念にまで拡張されました(1コリント15章)。多様な視点を受け入れ、啓蒙を追求することで、倫理規範がますます無視されるようになり、教会内に道徳的退廃が生じました。本質的に罪深い性質にもかかわらず、道徳的制限の緩和は、アフロディーテ崇拝などの慣行に対する都市の自由放任主義の姿勢を反映していました。

	「生きて、生かしてもらう」という一般的な精神が都市と教会の両方に浸透し、倫理的絶対性が侵食され、相対主義的な考え方が助長されました。この道徳的衰退は、知的自由の野放しな追求と善悪の区別があいまいになったことから生じたものです。多くの社会と同様、コリントでも、知識と啓蒙の追求は、それ自体は賞賛に値するものであるが、危険な方向に道徳相対主義に傾き、市と教会の倫理的基盤を損なっていた。

	コリント教会は、この都市に蔓延する道徳的相対主義と自己中心主義の影響を免れませんでした。悲劇的なことに、教会員の中には、自分たちの中にあるひどい罪を許容していることからわかるように、道徳の問題について同様の見方を採用した人もいました(1コリント5章)。残念なことに、この道徳的怠惰の精神は現代社会に根強く残っており、今日の信者たちに課題を突きつけています。

	教会に対する都市の影響の 3 番目の現れは、個人の自己中心性の台頭でした。コリントでは、各人が他人を気にせずに自分の道徳指針に従うという自己決定が一般的な精神でした。他人の幸福に対するこの無関心は教会共同体にも広がり、利己的な態度が信者たちの団結と交わりを乱しました。

	この自己中心的な考え方の証拠は、礼拝の集まり中のコリントのクリスチャンの行動に明らかでした。彼らは、お互いに寛大さを示すのではなく、特に食事を共有する際の態度において利己主義を示しました（1コリント11章）。さらに、彼らの他者への無視は、集会中の妨害的な行動からも明らかであり、仲間の信者の声よりも自分の声を優先していました(1コリント14章)。彼らの行動は啓発と秩序を促進する代わりに、混乱と自己美化をもたらしました。

	ただし、これらの行動は、より深刻な問題の兆候にすぎませんでした。この問題は、教会がその独自のアイデンティティと目的を把握できていないことから生じました。コリントの初期キリスト教徒は、使徒から基本的な教えを受けていたにもかかわらず、これらの真理を内面化して適用することができませんでした。パウロは手紙の中でこれらの基本原則を思い出させ、キリストの体としてのアイデンティティを再発見し、それに従って生きるよう促しました。

	このように、コリント教会が直面した課題は、単に外部からの影響ではなく、福音の真理を受け入れ、体現することの失敗に根ざした内部闘争でもあったのです。今日の信者たちが同様の課題に直面しているとき、コリントの信徒へのパウロの手紙から得られた教訓は今も意味を持ち、信仰を堅持し、キリスト教的使命の特色を生き抜くことに専念することの重要性を思い出させてくれます。

	コリントの信者たちは福音の根本的な真理、特にキリストの十字架の死の中心性とキリストの復活の力を見失っていました。これらは単なる人間の理論ではなく、目撃者の証言と天の啓示によって検証された神の真理でした。キリスト教共同体はこれらの真実を支持して結集し、それらをメッセージの核心として宣言することに尽力する必要がありました。

	キリストの死と復活の重要性は、どれだけ強調してもしすぎることはありません。彼の犠牲的な死は罪の償いをもたらし、人類に救いと和解をもたらしました。同様に、イエスの復活は罪と死に対する勝利を実証し、信者が義と聖さをもって生きる力を与えました。

	クリスチャンにとって、不道徳は許される選択肢ではなく、キリストにおけるアイデンティティに反するものです。イエスが体現した心の純粋さと非のなさは信者の基準となり、道徳的に優れたものを目指して努力する動機となります。

	さらに、互いに愛しなさいというキリストの戒めは、コリント人が見落としていた基本原則でした。無私と一致の代わりに利己主義が教会に浸透し、不和と分裂をもたらしました。信者は、キリストの人類への愛の反映として愛と思いやりを示し、キリスト教共同体内外で他者の福祉を優先するよう求められました。

	本質的に、コリントの信者は、キリストの犠牲の死、勝利の復活、そして愛と無私無欲の命令という福音の中心的な教義を再発見し、それに再び取り組むよう求められていました。これらの真理を受け入れ、それを日々実践することによって、彼らは個人的な変化を経験し、周囲の世界に対する神の恵みと愛の効果的な証人となるでしょう。

	
コリント人への手紙第一は、世俗文化の影響下で教会の独自性を維持することの重要性について深い教訓を与えています。 「都市」の精神が教会に浸透すると、その文化的背景の中で教会が神聖な目的を達成する能力が妨げられます。教会は、神の言葉で明らかにされた原則に従わず、周囲の文化の価値観や慣習に屈することによって、その有効性と誠実さを失う危険があります。

	パウロがコリントの人々にクリスチャンとしてのアイデンティティに従って生きるよう繰り返し訴えたことは、信者が自分たちの信仰と独自性を堅持し続ける必要性を強調しています。私たちの信念や行動に常に挑戦し、形づくる世界において、クリスチャンは「聖人」としてのアイデンティティを思い出し、時代の一般的な考え方に従うことに抵抗しなければなりません。

	教会の成功は、十字架のメッセージと復活の力を日々体現することに尽力していることにあります。信者は霊的な健康を優先し、自分のニーズよりも他人のニーズを優先することで、文化の同化によって生じる可能性のある霊的な不快感から身を守ります。

	最終的に、教会はその文化的背景の中での役割を明確に理解し、キリストが教会に与えてくださった命とアイデンティティに感謝しなければなりません。福音の真理にしっかりと定着し、信仰を積極的に実践することによって、信者は、神の愛と恵みの変革の力を切実に必要としている世界において、キリストの大使としての使命を効果的に果たすことができます。

	キリストの主権のもとに統一され、聖霊によって導かれている生きた有機体としての教会の比喩を示しています。コリントの多様で断片的な霊的景観とは異なり、教会は唯一の神の栄光を礼拝し、前進させるよう求められています。これらの基本的な真理を理解し、受け入れることは、神の目に教会が繁栄するために不可欠です。

	キリストの霊的生活への参加、御霊の指導への応答、そして神の栄光を讃える献身は、教会の成功にとって極めて重要です。 「都市」の価値観や考え方から切り離すことで、教会はその文化的背景の中で変革と高揚をもたらす力となることができます。

	愛の律法は教会生活の中心であり、利己主義や自己中心性とははっきりと対比されます。 13章でパウロは愛の重要性を強調し、この分野の欠如に苦しんでいたコリントの人々に直接語りかけています。

	さらに、教会の権威はキリストの復活に由来します。第一の復活と第二の復活の間に生きる信者として、私たちは死を超越した勝利の命を持っています。勝利を収めたキリストによって私たちに与えられたこの命は、私たちがどんな反対にも関わらず忠実に神に仕える力を与えてくれます。この永遠の神聖な命を持つ者には、死さえも力を及ぼさない。

	教会の活力と有効性は、キリストにおけるそのアイデンティティの理解、愛への献身、そしてキリストの復活によって信者に与えられた勝利の人生への信頼にかかっています。これらの真理を受け入れ、それを日々実践することによって、教会は神の愛と恵みを必要とする世界における希望と変革の灯台としての使命を果たすことができます。

	クリスチャンとしての役割を果たすには、キリストから与えられた命を受動的に受け取るだけでは十分ではありません。私たちは周囲の世界と積極的に関わり、一般に「都市」と呼ばれるものを含む生活のあらゆる側面に対するイエス・キリストの唯一の主権を主張しなければなりません。世俗的な文化が私たちに浸透して影響を与えるのを許すのではなく、「イエスは主である」という宣言によって私たちは世俗文化を「侵入」するよう求められています。

	キリストの復活は主権の否定できない証拠として機能し、キリストを私たちの注意と献身の究極の焦点としています。人間の有名人や人格が高く評価されることが多い世界において、私たちは何よりもイエスを高く評価しなければなりません。

	さらに、私たちのキリスト教の使命を果たすには、単に周囲の文化の不道徳を批判するだけではありません。生活の中で積極的に克服する必要があります。これには、内住聖霊によって力づけられた道徳的に純粋な生活が必要であり、私たちの内にあるキリストの命の変革の力を実証します。

	さらに、私たちの文化に蔓延する利己主義と闘うには、真の弟子としての特徴である真の愛を体現することが必要です。私たちの人生は自分の必要や欲望を優先するのではなく、神の栄光と他者の利益のために生きるべきです。無私の心と犠牲的な愛を示すことによって、私たちは福音の変革力を目の当たりにし、社会の利己主義に対抗します。

	クリスチャンとしての役割を果たすには、イエス・キリストの主権を積極的に主張し、力を与えられた生活を通じて不道徳を克服し、利己主義が特徴の世界において無私の愛を体現することが含まれます。これらの原則に従って生きることによって、私たちはキリストの愛と恵みを切実に必要としている世界において、変革の担い手となり、キリストの王国の大使となります。

	教会が「都市」または世界として知られる周囲の文化の基準、習慣、規範に従うとき、教会は失敗する運命にあります。教会の真の成功は、世界に同化することではなく、世界から離れて、キリストの変革の力を世界にもたらすことにあります。歴史を通して、クリスチャンは世界から孤立することと、世界に適応するために自分の信念を妥協することの間の緊張に取り組んできました。しかし、地上での宣教中のイエスの例は、信者が自分たちの独自性を維持しながらこの緊張をどのように乗り越えるかを例示しています。

	コリント第一の手紙は、あらゆる時代の教会に対し、その文化的背景、つまり「都市」に対する責任を認識するよう問いかけています。教会は、単に教会員の保護に焦点を当てるのではなく、周囲の知的、道徳的、社会的風潮に影響を与えることが求められています。コリントの文化環境は、知的多元主義、状況に応じた倫理、自己中心性など、現代社会のさまざまな側面を反映しています。コリントの信者と同様に、現代のクリスチャンは、キリスト教徒としてのアイデンティティに忠実でありながら、こうした文化的圧力を乗り越えるという課題に直面しています。

	したがって、コリント人への手紙第一の洞察は今日の信者にとって非常に重要です。私たちはコミュニティの考え、行動、価値観を形成し、一般的な文化規範に対する明確なキリスト教の代替案を提示する責任があります。私たちの「都市」の人々は、彼らの最も深いニーズに応え、人生を変えるために、キリストの復活の権威とともに宣言された十字架のメッセージを切実に必要としています。

	コリント人への手紙第一は、周囲の世界と関わり、影響を与え、神の真理と癒しを必要とする社会にキリストにある希望と救いを提供するという教会の使命を時代を超えて思い出させるものとして機能します。

	コリント第一の手紙は、教会内での必要な変化とキリスト教徒の生活へのアプローチを求める説得力のある訴えです。

	まずパウロは信者たちに、思想の絶対的な自由という概念を拒否し、代わりに聖書の中で神が与えてくださった啓示に理解と推論を委ねるよう勧めています（1章から4章）。神へ至るすべての道が同様に有効であるとみなされることが多くなる多元主義が進む社会においては、イエス・キリストに見出される救いへの唯一の道の真実によってこの考えを反論することが極めて重要です。使徒行伝 4 章 12 節は、救いはイエスのみにあると強調し、ヨハネ 14 章 6 節はイエスが神への唯一の道であると宣言しています。パウロは、テモテ第一 2章5節で、神と人間の仲介者はただ一人であると述べて、このことを強調しています。したがって、信者は、多様な信念やイデオロギーの世界で唯一の福音の真理を受け入れ、宣言するよう求められています。

	さらに、道徳基準の重要性を低下させる文化的傾向にもかかわらず、神は信者たちに、個人的にも、結婚という文脈においても、不道徳から離れるように命じておられます（第5章から第7章）。個人の道徳や夫婦の忠誠が軽視されることが多い社会では、たとえ批判や反対があっても、信者は神が定めた道徳規範を守るよう求められます。これには、社会規範や圧力に関係なく、神の命令に従うことが最も重要であることを認識し、純粋さ、忠実さ、義という聖書の原則を遵守することが必要です。

	本質的に、コリント人への手紙第一は聖書の真理と道徳的誠実さへの根本的な取り組みを信者に呼びかけ、相対主義と道徳的弛緩を促進する文化の中で信仰と行動を堅持するよう促しています。それは、たとえそれが蔓延する文化的態度や行動の流れに逆らうことを必要とする場合でも、福音の唯一の真理を受け入れ、神の聖さと義を反映する生活を送ることを信者に求めます。

	同様に、コリント人への手紙第一の第 13 章に概説されているように、信者は自己中心的な生活から決別し、代わりに無私の愛と奉仕を優先するよう求められています。信者は自己美化を目的とした目的や戦略を追求するのではなく、愛の基準に基づいて自分の努力を評価し、神の栄光を讃え、犠牲的に他者に仕えることを求めるよう求められています。

	コリント人への手紙第一の教えからは、実際の応用に関していくつかの示唆が得られます。

	第一に、教会の影響力は個々の会員の影響力によって決まります。各信者は教会の集団的な影響力に貢献しており、その有効性は会員の精神的な成熟と献身を反映しています。

	第二に、「都市」（世俗世界）の価値観と優先順位と教会の価値観と優先順位との間には、持続的な緊張関係が存在する必要があります。対立や意見の相違がない場合は、教会が十分な影響力を発揮していないこと、または世俗的な価値観が教会に浸透していることを示している可能性があります。

	第三に、教会が伝える中心的なメッセージは常にイエス・キリストの十字架と復活のメッセージでなければなりません。罪と死に対するキリストの勝利を強調するこの救いと希望のメッセージは、まさに「市」が聞く必要があるものです。信者は、主にあって自分たちの努力が無駄ではないことを知り、このメッセージを宣べ伝えるという決意を堅固に、揺るぎなく保つよう求められています(1コリント15:58)。

	信者は、無私の愛を特徴とする人生を送り、世界の価値観とは一線を画しながら積極的に世界と関わり、大胆かつ確信を持って福音の変革的なメッセージを宣言することが奨励されています。これらの原則を体現することによって、信者はキリストの恵みと真理を切実に必要としている世界においてキリストの大使としての役割を効果的に果たすことができます。
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結論

	コリント人への第一の手紙は、使徒パウロがコリント教会に宛てて書いた手紙で、初期のキリスト教共同体が直面した多くの問題や課題について言及しています。それは、多様で困難な環境の中で生きるクリスチャンの複雑さに光を当てる、教え、勧告、そして実践的な指導を織り交ぜた豊かなタペストリーです。

	本書全体を通して、パウロは教会内の分裂や対立について言及し、一致、愛、謙虚さの必要性を強調しています。彼は不道徳、偶像崇拝、霊的賜物の悪用に立ち向かい、生活のあらゆる面で聖さと義を追求するようコリント人に勧めています。

	パウロはキリストの十字架の中心性と福音の力を強調し、コリント人に世の知恵ではなく神の知恵に焦点を当てるよう呼びかけています。彼は最高の美徳としての愛の重要性を強調し、その特徴を説明し、その卓越した価値を強調しています。

	使徒はまた、結婚、独身、偶像に捧げられる食べ物、礼拝への参加、主の晩餐、復活など、さまざまなテーマについても指示を与えています。彼は教会における男性と女性の役割と責任に関する質問に答え、礼拝の集まりにおける秩序と礼儀の重要性を強調しました。
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